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四
月
二
十
五
日
、
平
成
十
八
年
度
中
部
森

林
管
理
局
の
事
業
概
要
に
つ
い
て
、
記
者
発

表
を
行
い
公
表
し
ま
し
た
。

◆
事
業
概
要
の
要
旨

中
部
森
林
管
理
局
管
内
の
国
有
林
野
は
、

標
高
十
六
　
の
太
平
洋
岸
か
ら
「
日
本
の
屋

根
」
と
い
わ
れ
る
日
本
ア
ル
プ
ス
の
山
岳
地

帯
ま
で
幅
広
く
分
布
し
、
そ
の
多
く
は
急
峻

な
脊
梁
山
脈
や
、
河
川
の
源
流
部
に
位
置
し

て
い
る
ほ
か
、
中
央
構
造
線
、
フ
ォ
ッ
サ
マ

グ
ナ
等
の
影
響
に
よ
り
地
形
は
急
峻
・
複
雑

で
、
地
質
は
脆
弱
な
所
が
多
い
た
め
、
下
流

域
へ
の
安
定
的
か
つ
良
質
な
水
の
供
給
や
山

地
災
害
の
防
止
等
、
国
有
林
の
果
た
す
役
割

は
大
き
い
。

ま
た
、
優
れ
た
自
然
環
境
を
有
す
る
森
林

や
希
少
な
野
生
動
植
物
が
生
息
・
生
育
す
る

森
林
も
多
く
あ
り
、
こ
う
し
た
管
内
国
有
林

の
特
性
を
踏
ま
え
、
平
成
十
八
年
度
も
引
き

続
き
民
有
林
及
び
地
域
社
会
と
連
携
を
図
り

つ
つ
、
命
の
源
で
あ
る
「
水
の
交
流
」、
環

境
に
優
し
い
「
木
の
交
流
」、
森
林
と
人
が

ふ
れ
あ
う
「
人
の
交
流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

取
組
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
職
員
一
人
一

人
が
発
案
者
と
な
り
局
・
署
等
が
一
体
と
な

っ
て
住
民
の
皆
様
や
団
体
、
地
域
等
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
開
か
れ
た
「
国
民
の
森
林
」

の
実
現
に
向
け
様
々
な
取
組
を
積
極
的
に
推

進
す
る
。

一
　
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
取
組

安
全
・
安
心
な
国
土
管
理
の
要
で
あ
る
国

有
林
野
の
国
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
に
果
た

す
役
割
、
国
有
林
野
に
対
す
る
国
民
の
期
待

等
を
踏
ま
え
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持

増
進
や
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
へ
の
率
先
し

た
取
組
等
を
推
進
す
る
。

（
一
）
森
林
整
備
事
業

森
林
施
業
を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
と

し
、
効
率
的
な
間
伐
の
推
進
等
を
通
じ
て
、

伐
期
齢
の
長
期
化
、
複
層
林
化
、
天
然
力
を

生
か
し
た
針
広
混
交
林
化
を
推
進
す
る
。

（
二
）
林
道
事
業

適
切
な
森
林
整
備
・
保
全
を
推
進
す
る
た

め
の
林
道
等
路
網
整
備
に
つ
い
て
は
、
民
有

林
林
道
等
の
開
設
計
画
と
も
調
整
を
図
り
つ

つ
、
現
地
の
実
情
に
即
し
た
工
種
・
工
法
等

の
採
用
と
併
せ
て
、
低
コ
ス
ト
化
の
推
進
及

び
木
材
利
用
を
拡
大
す
る
。

（
三
）
治
山
事
業

国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

に
向
け
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
治
山
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
、
民
有
林
と
国
有
林
と

が
連
携
し
て
緑
の
再
生
を
効
果
的
に
推
進
し

て
い
く
た
め
、
特
定
の
流
域
な
ど
で
民
有
林

治
山
事
業
等
と
の
有
機
的
な
連
携
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

木
材
等
を
使
用
し
た
木
製
山
腹
工
等
の
親
自

然
型
工
法
を
積
極
的
に
採
用
す
る
。

二
　
木
材
の
供
給

特
産
樹
種
で
あ
る
「
木
曽
ヒ
ノ
キ
」
を
は

じ
め
と
す
る
高
品
質
材
や
間
伐
等
の
推
進
を

通
じ
て
生
産
さ
れ
る
木
材
な
ど
、
多
種
多
様

な
木
材
の
供
給
を
図
る
た
め
、
樹
材
種
の
特

性
及
び
需
要
動
向
等
に
応
じ
た
効
率
的
か
つ

計
画
的
な
生
産
・
販
売
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
木
材
の
安
定
供
給
体
制

の
整
備
に
寄
与
す
る
。

（
一
）
生
産
・
販
売
事
業
に
お
け
る
低
コ
ス

ト
化
の
取
組

間
伐
等
の
森
林
整
備
に
よ
り
搬
出
さ
れ
る

木
材
の
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
木
材
供

給
の
拡
大
。

（
二
）
特
産
樹
種
の
販
売

①
特
産
樹
種
で
あ
る
木
曽
ヒ
ノ
キ
及
び
天

然
サ
ワ
ラ
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
な
計
画
に

よ
り
販
売
を
図
る
こ
と
と
し
、
伝
統
的
な
建

築
物
等
へ
の
需
要
に
対
し
貢
献
す
る
。

②
関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
、
文
化
財

等
へ
の
需
要
に
関
す
る
情
報
を
収
集
・
共
有

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
域
的
・
効
率
的
な

販
売
を
展
開
す
る
。

（
三
）
木
材
の
利
用
促
進
等

①
治
山
事
業
等
に
お
け
る
間
伐
材
の
積
極

的
な
利
用
や
国
民
に
対
す
る
木
材
利
用
の
積

極
的
な
啓
発
を
推
進
す
る
。

②
違
法
伐
採
対
策
の
一
環
と
し
て
、
持
続

可
能
な
森
林
経
営
が
営
ま
れ
て
い
る
森
林
か

ら
生
産
さ
れ
た
合
法
な
木
材
・
木
材
製
品
の

利
用
促
進
に
供
給
・
調
達
の
両
面
か
ら
率
先

し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
有
林
材
が
合

法
・
持
続
可
能
な
木
材
で
あ
る
こ
と
等
を
Ｐ

Ｒ
す
る
。

三
　
国
民
の
森
林
と
し
て
の
取
組

国
有
林
は
国
民
共
通
の
財
産
で
あ
り
、
近

年
の
森
林
に
対
す
る
国
民
の
要
請
は
、
公
益

的
機
能
の
発
揮
の
み
な
ら
ず
、
森
林
と
の
ふ

れ
あ
い
や
森
林
整
備
等
へ
の
参
加
な
ど
多
様

化
・
高
度
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
取

組
等
を
推
進
す
る
。

（
一
）
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
の
推
進

①
国
民
の
森
林
づ
く
り
参
加
へ
の
意
識
の

高
ま
り
を
踏
ま
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
自
主
的
な

森
林
整
備
活
動
等
を
支
援
す
る
た
め
、
フ
ィ

ー
ル
ド
の
提
供
や
技
術
指
導
等
を
推
進
す

る
。②

自
主
的
な
森
林
整
備
活
動
等
を
行
っ
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
へ
の
活
動
支
援
を
推
進
す
る
。

（
二
）
森
林
環
境
教
育
の
推
進

将
来
を
担
う
子
供
達
が
森
林
で
の
体
験
活

動
等
を
通
じ
て
、
生
活
や
環
境
と
森
林
と
の

関
係
等
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、
教
育
関
係

機
関
等
と
連
携
し
つ
つ
環
境
教
育
を
推
進
す

る
。

（
三
）
双
方
向
の
情
報
の
受
発
信
の
推
進

①
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
等
を
通
じ
た
森
林
と
ふ

れ
あ
う
「
森
林
パ
ノ
ラ
マ
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
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催
す
る
な
ど
、
国
民
の
要
請
の
的
確
な
把
握

や
、
こ
れ
を
反
映
し
た
管
理
経
営
の
推
進
等
、

国
民
と
の
双
方
向
の
情
報
・
意
見
の
交
換
を

図
る
対
話
型
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
推
進
す
る
。

②
民
有
林
と
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、

林
業
事
業
体
の
育
成
や
現
地
研
修
へ
の
フ
ィ

ー
ル
ド
提
供
、
林
業
技
術
の
普
及
・
啓
発
、

民
有
林
・
国
有
林
一
体
と
な
っ
た
施
業
や
下

流
域
住
民
に
対
す
る
普
及
啓
発
等
を
推
進
す

る
「
流
域
管
理
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
推
進
す
る
。

四
　
森
林
環
境
の
保
全

優
れ
た
自
然
環
境
を
有
す
る
森
林
や
希
少

な
野
生
動
植
物
が
多
く
生
息
・
生
育
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
国

有
林
野
の
貴
重
な
森
林
生
態
系
等
の
維
持
・

保
存
を
図
る
た
め
、
適
切
に
森
林
の
保
全
管

理
を
推
進
す
る
。

保
護
林
な
ど
優
れ
た
自
然
環
境
を
有
す
る

森
林
の
維
持
・
保
存

①
自
然
環
境
の
維
持
、
動
植
物
の
保
護
、

遺
伝
資
源
の
保
存
等
を
図
る
た
め
、
保
護
林

の
設
定
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る

な
ど
、
優
れ
た
自
然
環
境
を
有
す
る
森
林
の

適
切
な
保
全
管
理
を
実
施
す
る
。

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
多
様
な
主
体
の
参
画
に
よ
る

自
然
再
生
活
動
等
を
実
施
す
る
。

③
自
然
性
の
高
い
天
然
生
林
を
保
全
す
る

た
め
、
入
込
利
用
者
の
増
加
や
登
山
利
用
の

集
中
化
・
大
衆
化
等
に
伴
い
、
植
生
荒
廃
等

の
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
に
お
い
て
、
新
た
に

グ
リ
ー
ン
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
、
入
込
み
実
態
等
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

保
全
管
理
対
策
を
実
施
す
る
。

五
　
地
域
振
興
へ
の
寄
与

公
益
的
機
能
の
発
揮
と
の
調
整
を
図
り
つ

つ
地
域
振
興
や
国
民
の
保
健
・
文
化
・
教
育

的
利
用
に
活
用
す
る
た
め
、
魅
力
あ
る
「
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
の
整
備
・
活
用
等

を
推
進
す
る
。

（
一
）
公
衆
の
保
健
の
た
め
の
活
用
の
推
進

①
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
の
整
備
・

活
用
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
利
用
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
体
験
の
質
の
確
保
を
前
提
と
し
た
新
た

な
利
用
区
域
の
試
行
的
導
入
や
新
た
な
管
理
運

営
協
議
会
の
設
立
等
を
推
進
す
る
。

②
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
利
用
者

か
ら
の
募
金
等
（
協
力
金
）
を
活
用
し
、

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
の
整
備
を
推

進
す
る
。

（
二
）
国
有
林
野
の
活
用
等
の
適
切
な
推
進

①
市
町
村
等
が
国
有
林
野
を
活
用
し
森
林

造
成
等
を
行
う
「
市
町
村
の
森
」
の
造
成
に

向
け
て
働
き
か
け
を
推
進
す
る
。

②
国
有
林
野
以
外
の
土
地
に
つ
い
て
は
、

事
業
遂
行
上
不
可
欠
な
も
の
を
除
き
可
能
な

限
り
売
り
払
い
を
推
進
す
る
。

四
月
二
十
六
日
〜
二
十
七
日
、
森
林
管
理

局
に
お
い
て
署
長
等
会
議
が
開
催
さ
れ
、
局

長
等
会
議
（
四
月
二
十
一
〜
二
十
二
日
開
催
）

関
連
の
指
示
及
び
本
年
度
の
業
務
運
営
等
に

関
わ
る
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
局
長
訓
示

全
体
会
議
で
は
、
小
禄
局
長
か
ら

①
平
成
十
七
年
度
事
業
実
行
に
対
す
る
感

謝
、
②
平
成
十
八
年
度
事
業
の
確
実
な
実
行
、

③
行
政
改
革
推
進
法
案
関
係
、
④
民
国
一
体

の
林
業
振
興
、
⑤
綱
紀
の
粛
正
、
労
働
災
害

の
防
止
等
に
つ
い
て

◆
次
長
訓
示

局
長
等
会
議
に
お
け
る
小
斉
政
務
官
、
川

村
林
野
庁
長
官
を
始
め
各
幹
部
か
ら
の
指
示

事
項
を
踏
ま
え
、

①
国
民
か
ら
の
信
頼
を
得
る
た
め
、
綱
紀

の
粛
正
が
重
要
、
②
低
コ
ス
ト
路
網
と
効
率

的
な
生
産
作
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
③
国
有

林
勘
定
と
治
山
勘
定
の
統
合
が
課
題
、
④
収

穫
量
の
確
保
と
林
産
物
収
入
の
確
保
、
⑤
違

法
伐
採
と
フ
ェ
ア
ウ
ッ
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

推
進
、
⑥
施
設
災
害
等
の
迅
速
な
対
応
、
⑦

勤
務
時
間
適
正
化
の
動
き
、
⑧
労
働
安
全
の

確
保
及
び
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
等
に
つ
い

て
、
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
総
務
部
長
説
示

①
綱
紀
の
粛
正
、
②
労
働
安
全
確
保
、
交

通
事
故
の
未
然
防
止
、
③
随
意
契
約
の
適
正

実
施
、
④
労
働
時
間
の
短
縮
の
取
組
（
超
勤

縮
減
）、
⑤
特
定
事
業
主
行
動
計
画
推
進
の

取
組
、
⑥
情
報
公
開
、
⑦
研
修
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
・
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人
材
育
成
の
取
組
）、
⑧
広
報
（
的
確
な
情

報
収
集
と
提
供
）
等
に
つ
い
て

◆
計
画
部
長
説
示

①
計
画
樹
立
（
神
通
川
・
木
曽
谷
・
長
良

川
）、
②
境
界
の
保
全
管
理
と
測
定
技
術
の

定
着
、
③
国
民
参
加
の
森
づ
く
り
の
推
進
、

④
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
た
自
然
再
生
、
森
林

環
境
教
育
等
へ
の
取
組
、
⑤
貴
重
な
森
林
や

動
植
物
の
保
護
対
策
、
⑥
技
術
開
発
の
推
進

と
普
及
、
⑦
林
野
・
土
地
売
払
い
関
係
、
⑧

国
有
財
産
の
適
正
な
管
理
、
⑨
森
林
の
保
全

管
理
（
適
切
な
司
法
警
察
事
務
の
遂
行
等
）、

⑩
分
収
林
関
係
（
有
利
販
売
に
向
け
た
対
応

等
）、
⑪
レ
ク
森
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
対
策
、
⑫

官
行
造
林
関
係
等
に
つ
い
て

◆
森
林
整
備
部
長
説
示

①
平
成
十
七
年
度
事
業
実
行
、
②
平
成
十

八
年
度
林
産
物
等
収
入
目
標
額
の
確
保
等
、

③
森
林
整
備
関
係
予
算
の
状
況
と
効
率
的
執

行
、
④
森
林
整
備
（
間
伐
）
の
計
画
的
推
進
、

⑤
林
道
等
の
計
画
的
な
整
備
、
⑥
景
観
形
成

事
業
推
進
費
の
活
用
、
⑦
保
安
林
制
度
の
適

切
な
運
用
、
⑧
事
業
の
早
期
発
注
、
⑨
治

山
・
林
道
工
事
に
お
け
る
木
材
利
用
の
推

進
、
⑩
融
雪
災
害
等
の
速
や
か
な
対
応
、
⑪

請
負
事
業
体
の
安
全
確
保
等
に
つ
い
て
、
の

説
示
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
各
課
長
等
か
ら
連
絡
、
検
討
事

項
の
説
明
後
、
署
長
等
と
の
意
見
交
換
が
あ

り
、
会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

﹇
広
報
﹈
五
月
二
十
一
日
、
岐
阜
県
下
呂
市

萩
原
町
四
美
に
お
い
て
、
第
五
十
七
回
全
国

植
樹
祭
が
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の

下
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
の
下
で
の
開
催
と
な

り
、
約
一
万
一
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
か
ら
は
「
森
林
は
、
災
害
の
防

止
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
人
々
の
生

活
に
か
け
が
え
の
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
こ
の
豊
か
な
森
林
を
活
力
の
あ
る
状

態
で
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
若
い
力
が
森

林
づ
く
り
の
活
動
に
加
わ
っ
て
い
く
こ
と

は
、
非
常
に
心
強
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
全

国
植
樹
祭
を
契
機
と
し
て
、
さ
ら
に
多
く
の

人
々
が
、
森
を
造
り
、
維
持
し
て
い
く
た
め

に
協
力
し
合
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。」

と
の
お
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
植
樹
祭
は
、

「
子
供
が
主
役
」
、

「
森
林
の
め
ぐ
み
の

活
用
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
「
次
世
代

の
た
め
に
潤
い
や

安
ら
ぎ
、
癒
し
、

心
の
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
森
林
づ

く
り
・
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」
を
目
的

と
し
て
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
式
典
や
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
植
樹
で
は
、
一
般
参
加
者
と
親
子
百

人
、
森
林
愛
護
少
年
団
が
針
葉
樹
と
広
葉
樹

の
混
交
林
造
成
を
目
的
に
薬
用
効
果
の
あ
る

薬
用
樹
等
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
は
ウ
ス
ズ
ミ
ザ
ク
ラ
、
イ
チ
イ
、

ホ
オ
ノ
キ
を
、
皇
后
陛
下
は
ネ
ム
ノ
キ
、
ト

チ
ノ
キ
、
キ
ハ
ダ
を
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

行
幸
啓

ぎ
ょ
う
こ
う
け
い
で
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
小
禄

局
長
が
管
内
の
概
要
、
御
料
林
、
木
曽
ヒ
ノ

キ
備
林
、
赤
沼
田
天
保
林
に
つ
い
て
ご
説
明

し
ま
し
た
。

全
国
植
樹
祭
は
、
昭
和
八
年
に
愛
林
思
想

の
普
及
と
植
樹
の
推
進
を
図
る
た
め
に
「
愛

林
日
」
を
定
め
、
昭
和
九
年
に
「
愛
林
日

植
樹
行
事
」
と
し
て

昭
和
二
十
四
年
ま
で

十
四
回
開
催
さ
れ
た

こ
と
が
原
点
で
、
昭

和
二
十
五
年
か
ら
は

「
植
樹
行
事
並
び
に
国

土
緑
化
大
会
」
と
し

て
第
一
回
大
会
が
開

催
さ
れ
、
昭
和
四
十

五
年
の
第
二
十
一
回

か
ら
「
全
国
植
樹
祭
」

の
名
称
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

﹇
南
信
署
﹈
五
月
十
三
日
、
長
野
県
、
中
部

森
林
管
理
局
、
根
羽
村
な
ど
が
主
催
す
る
、

ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
県
民
の
集
い
（
第
五

十
七
回
長
野
県
植
樹
祭
）
が
「
み
つ
け
よ
う

森
の
よ
い
と
こ
も
り
だ
く
さ
ん
」
を
テ
ー
マ

に
根
羽
村
複
合
観
光
施
設
「
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
」

で
開
催
さ
れ
、
み
ど
り
の
少
年
団
、
林
業
関

係
者
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
一
般
参

加
者
な
ど
約
二
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

植
樹
作
業
に
先
立
ち
式
典
が
行
わ
れ
、
田

中
県
知
事
、
小
木
曽
根
羽
村
長
か
ら
挨
拶
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
小
禄
局
長
か
ら

林
野
庁
長
官
の
祝
辞
が
代
読
さ
れ
、「
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
目
標
の
う
ち
三
・
九
％
を
森

林
整
備
等
で
確
保
す
る
こ
と
が
目
標
で
あ

り
、
森
林
の
大
切
さ
、
緑
豊
か
な
住
み
よ
い

郷
土
づ
く
り
へ
の
県
民
の
取
組
」
を
呼
び
か

平成18年5月　（4）第26号
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催
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け
ら
れ
ま
し
た
。

植
樹
作
業
で
は
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
レ

ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
苗
木
を
始
め
約
千
二
百
本
を

植
樹
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
根

羽
村
の
小
中
学
生
や
一
般
参
加
者
た
ち
は
、

慣
れ
な
い
植
樹
作
業
に
、
元
気
よ
く
精
を
出

し
て
い
ま
し
た
。

﹇
名
古
屋
事
務
所
﹈
五
月
十
三
日
、
愛
知
県

植
樹
祭
が
「
未
来
の
君
へ
　
み
ど
り
の
バ
ト

ン
」（
豊
橋
市
民
か
ら
公
募
標
語
を
も
と
に

決
定
）
を
テ
ー
マ
に
、
豊
橋
市
制
施
行
百
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
関
係
者
約
千
人
が
参

加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
雨
の
中
、
豊
橋
総
合
ス
ポ
ー

ツ
公
園
内
の
花
壇
に
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
を
始

め
六
種
類
の
若
木
を
植
え
、
根
元
に
丁
寧
に

土
を
か
ぶ
せ
ま
し
た
。
植
樹
後
の
式
典
で
は

高
校
生
に
よ
る
太
鼓
や
警
察
音
楽
隊
の
演
奏

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
豊
橋
市
助
役
の
開
会

の
こ
と
ば
で
式
が
始
ま
り
、
主
催
者
の
神
田

愛
知
県
知
事
ら
の
挨
拶
の
あ
と
、
緑
化
関
係

功
労
者
の
表
彰
が
あ
り
、
各
関
係
団
体
の
代

表
者
に
表
彰
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
矢
内
名

古
屋
事
務
所
長
か
ら
は
、
岡
崎
市
の
真
木
真

波
氏
に
育
林
コ
ン
ク
ー
ル
林
野
庁
長
官
賞
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
豊
橋
市
豊
南
み
ど
り
の
少
年
団

の
代
表
に
よ
る
「
緑
の
誓
い
」
や
豊
橋
市
民

代
表
に
よ
る
「
緑
豊
か
で
快
適
な
愛
知
づ
く

り
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。」
と
い
う
決
議

が
行
わ
れ
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

﹇
指
導
普
及
課
﹈
四
月
二
十
九
日
（
み
ど
り

の
日
）
と
三
十
日
の
両
日
、
平
成
十
八
年
度

森
林
の
市
（
林
野
庁
・
森
林
の
市
実
行
委
員

会
主
催
）
が
東
京
都
立
日
比
谷
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
全
国
各
地
か
ら
七
十
六
の
団

体
が
出
展
し
、
中
部
森
林
管
理
局
も
、
モ
ッ

ク
ン
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
づ
く
り
、「
国
民
の
森
」

と
し
て
の
取
組
と
し
て
パ
ネ
ル
展
示
等
を
行

う
な
ど
、
中
部
局
管
内
の
国
有
林
や
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。中

部
局
の
ブ
ー
ス
で
は
多
く
の
子
供
た
ち

や
海
外
か
ら
の
留
学
生
（
ギ
リ
シ
ャ
美
人
）

な
ど
も
訪
れ
、
職
員
と
楽
し
く
会
話
を
し
な

が
ら
、
モ
ッ
ク
ン
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
づ
く
り
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
リ
ョ
ウ
ブ
や
シ
ラ
カ
バ
、

サ
ン
シ
ョ
ウ
の
木
の
輪
切
り
に
好
き
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
図
柄
を
描
き
色
を
付
け
て
ペ
ン

ダ
ン
ト
作
り
を
し
た
り
、
慣
れ
な
い
手
つ
き

で
小
枝
を
削
り
モ
ッ
ク
ン
作
り
を
し
た
り
と

木
工
ク
ラ
フ
ト
を
楽
し
み
な
が
ら
、
木
の
利

用
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
他
、
中
部
局
管
内
で
は
、
長
野
県
と

岐
阜
県
か
ら
九
団
体
が
出
展
さ
れ
、
木
製
品
、

山
菜
、
特
産
品
等
の
展
示
即
売
や
木
工
教
室
、

木
製
品
の
製
作
な
ど
実
演
・
体
験
等
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
内
、
長
野
県
か
ら
木
曽
山
林
高
校
が
、

生
徒
が
作
っ
た
木
工
品
、
キ
ノ
コ
、
炭
等
を

販
売
し
た
他
、
パ
ネ
ル
展
示
や
木
曽
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
、
ま
た
、
上
伊
那
農
業
高

校
は
生
徒
活
動
、
河
川
環
境
調
査
研
究
の
パ

ネ
ル
発
表
、
炭
、
花
等
の
即
売
を
行
う
な
ど
、

声
を
張
り
あ
げ
て
学
校
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

﹇
指
導
普
及
課
﹈
財
団
法
人
長
野
県
緑
の
基

金
は
、
み
ど
り
の
日
の
四
月
二
十
九
日
、
緑

化
活
動
を
進
め
る
た
め
の
募
金
活
動
を
長
野

駅
前
で
行
い
ま
し
た
。

街
頭
募
金
の
参
加
者
は
、
長
野
県
職
員
、

高
校
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
約
七
十

名
で
、
中
部
森
林
管
理
局
と
し
て
も
そ
の
活

動
に
賛
同
し
、
職
員
三
名
が
参
加
、
道
行
く

人
に
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

募
金
活
動
は
、
長
野
清
泉
女
学
院
高
校
の

吹
奏
楽
部
生
徒
約
三
十
人
に
よ
る
演
奏
で
ス

タ
ー
ト
し
、
緑
の
ス
カ
ー
フ
を
腕
に
巻
い
た

高
校
生
や
、
緑
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
た
参
加

者
が
、
駅
前
を
歩
い
て
い
る
方
々
に
「
緑
の

募
金
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
と
呼

び
か
け
、
募
金
を
し
た
人
に
「
み
ど
り
の
羽

根
」
や
「
花
の
種
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
も
良
く
気
温
も
高
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
活
動
を
行
っ

た
参
加
者
は
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
も
、
一

生
懸
命
募
金
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
へ
の
防
止
が
叫
ば
れ
る
中
、

緑
化
活
動
に
関
心
を
持
つ
方
が
多
く
、
若
い

人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
く
、
ま
た
、
多

く
の
方
か
ら
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
各
地
域
で
行
わ
れ

る
植
樹
や
緑
化
活
動
に
活
用
さ
れ
、
緑
化
意
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日

各
地
で
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ン
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開
催



識
の
醸
成
や
、
緑
化
に
参
加
す
る
方
の
増
加

及
び
緑
化
活
動
の
後
押
し
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

﹇
名
古
屋
事
務
所
﹈
四
月
二
十
九
日
、
名
古

屋
事
務
所
、
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
、
せ

と
・
ま
る
っ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
会
議
主

催
の
「
み
ど
り
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'06
」

（
テ
ー
マ
「
じ
ょ
う
こ
う
じ
響
き
の
森
で
新

緑
を
楽
し
も
う
」）
を
、
定
光
寺
自
然
休
養

林
の
森
林
交
流
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
絶
好
の
イ
ベ
ン
ト
日
和
と
な
り

大
勢
の
方
が
開
場
前
か
ら
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

の
植
樹
や
各
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
の
前
に

列
を
作
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
丸
太
伐
り
、

木
工
ク
ラ
フ
ト
、
火
お
こ
し
体
験
、
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
、
子
ど
も
樹
木
博
士
認
定
会
、
森

林
の
ク
イ
ズ
、
空
中
写
真
の
実
体
視
、
木
を

測
ろ
う
の
コ
ー
ナ
ー
、
協
賛
団
体
等
に
よ
る

各
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
親
子
連
れ
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
モ
リ
ゾ
ー
・
キ

ッ
コ
ロ
・
ム
ー
ミ
ン
の
登
場
に
子
供
た
ち

は
、
大
喜
び
で
し
た
。
ま
た
、
森
の
紙
芝
居

や
犬
山
市
の
オ
カ
リ
ナ
同
好
会
「
ポ
ッ
ポ
ス
」

に
よ
る
演
奏
会
が
開
か
れ
、
入
場
者
も
一
体

と
な
っ
た
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り

ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
、
豚
汁
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、

多
く
の
親
子
が
、
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
新
緑

に
映
え
る
「
じ
ょ
う
こ
う
じ
響
き
の
森
」
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
自
然

と
ふ
れ
あ
っ
て
い
た
だ
く
場
を
提
供
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

﹇
東
濃
署
﹈
四
月
二
十
九
〜
三
十
日
、
加
子

母
裏
木
曽
国
有
林
に
お
い
て
国
民
の
森
二
十

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
森
林
へ
の
い
ざ
な
い
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
国
民
の
森
は
、
中
日
新
聞
社
の
提
唱

を
受
け
て
旧
加
子
母
村
が
分
収
林
と
し
て
造

成
し
た
箇
所
で
、
イ
ベ
ン
ト
に
は
中
部
各
県

か
ら
約
三
百
名
の
参
加
が
あ
り
、
一
日
目
は
、

記
念
式
典
や
国
民
の
森
見
学
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
「
お
も
い
っ
き
り
森
林
体
験
」

と
し
て
四
組
に
分
か
れ
、
①
間
伐
体
験
、
②

ぶ
り
縄
・
ク
ラ
フ
ト
体
験
、
③
木
曽
ヒ
ノ
キ

備
林
見
学
、
④
木
曽
越
古
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。

東
濃
署
職
員
も
両
日
に
亘
り
協
力
し
て
木

曽
ヒ
ノ
キ
備
林
や
遊
歩
道
の
案
内
を
行
い
、

参
加
者
か
ら
は
「
身
近
で
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
森
林
を
体
感
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
喜

ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
三
〜
四
日
に
は
、
毎
年
恒
例

と
な
っ
て
い
る
「
つ
け
ち
森
林
の
市
」
が
中

津
川
市
付
知
町
（
道
の
駅
花
街
道
付
知
）
で

開
催
さ
れ
、
東
濃
署
も
木
の
枝
や
マ
ツ
カ
サ

な
ど
自
然
物
を
材
料
に
ホ
ッ
ト
ボ
ン
ド
で
自

由
に
作
ら
せ
る
木
工
ク
ラ
フ
ト
を
実
施
し
、

子
供
た
ち
や
家
族
連
れ
に
人
気
が
高
く
、
思

わ
ぬ
傑
作
や
芸
術
品
？
が
続
出
し
、
参
加
者

は
良
い
土
産
が
で
き
た
と
持
ち
帰
っ
て
い
き

ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
森
林
の
市
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

で
百
名
ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
っ
た
「
ふ
る
さ

と
巡
回
ツ
ア
ー
」
で
は
、
笹
岡
署
長
が
木
曽

ヒ
ノ
キ
備
林
の
案
内
を
行
い
ま
し
た
。

﹇
愛
知
所
﹈
五
月
三
日
に
豊
橋
市
の
豊
橋
公

園
に
お
い
て
、『
２
０
０
６
花
交
流
フ
ェ
ア
』

が
開
催
さ
れ
、
愛
知
所
か
ら
五
名
の
職
員
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
花
と

緑
を
テ
ー
マ
に
、
豊
橋
市
と
豊
橋
み
ど
り
の

協
会
の
主
催
に
よ
り
、
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
愛
知
所
で
は
毎
年
参
加
し
、
子
供
た

ち
を
対
象
に
竹
細
工
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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小さな子供も募金をして

火おこし体験コーナー

木工品うまくできたかな

ホットボンドを使って木工クラフト作製

新
緑
の
定
光
寺
で
自
然
と
触
れ
合
う

（
み
ど
り
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'06
）

国
民
の
森
二
十
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
・

つ
け
ち
森
林
の
市
　
開
催

豊
橋
市
『
２
０
０
６
花
交
流
フ
ェ
ア
』

が
開
催
さ
れ
る



当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ま
た
今
年

は
市
の
百
周
年
記
念
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

会
場
に
は
多
く
の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。
当

所
が
行
っ
た
竹
ト
ン
ボ
や
風
車
な
ど
の
竹
細

工
教
室
、
木
の
実
や
輪
切
り
板
な
ど
を
使
用

し
た
木
工
ク
ラ
フ
ト
教
室
の
テ
ン
ト
も
親
子

連
れ
で
大
変
に
ぎ
わ
い
、
子
供
た
ち
は
工
夫

し
な
が
ら
思
い
思
い
の
作
品
を
作
製
し
て
い

ま
し
た
。

﹇
東
信
署
﹈
四
月
十
六
日
、
長
野
市
に
お
い

て
第
八
回
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
長
野
マ

ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、
中
部
森
林
管
理
局
か

ら
は
六
名
の
職
員
が
出
場
し
完
走
し
ま
し

た
。前

日
の
天
気
予
報
は
、
天
候
が
雨
と
い
う

予
報
で
し
た
が
、
当
日
は
快
晴
、
ス
タ
ー
ト

時
の
気
温
八
度
と
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
下
で
、
選
手
は
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
走
り

ま
し
た
。

昨
年
と
同
じ
よ
う
に
沿
道
に
は
多
く
の
観

客
か
ら
激
励
と
声
援
が
飛
び
交
う
中
を
、
選

手
達
は
日
頃
の
健
脚
を
発
揮
し
、
見
事
に
全

員
が
完
走
し
ま
し
た
。

六
名
の
中
で
は
、
中
信
署
の
原
浩
美
さ
ん
が

三
時
間
二
十
五
分
で
最
高
タ
イ
ム
、
他
の
五
名

も
四
時
間
を
切
る
好
記
録
を
残
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
次
の
方
達
で
す
。

藤
澤
　
章
人
（
中
部
局
）

原
　
　
浩
美
（
中
信
署
）

宮
路
　
　
聡
（
南
信
署
）

中
村
　
信
平
（
南
信
署
）

田
中
　
拓
馬
（
木
曽
署
）

岩
崎
　
　
剛
（
東
信
署
）

﹇
名
古
屋
事
務
所
﹈
四
月
二
十
二
日
、
今
年

度
最
初
と
な
る
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
事
業
を
瀬
戸
国
有
林
の
「
樹
木
見
本
林
」

等
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
新

緑
が
目
に
染
み
る
よ
う
な
さ
わ
や
か
な
陽
気

と
な
り
、
三
十
九
名
の
隊
員
が
「
樹
木
見
本

林
」
と
「
愛
知
万
博
記
念
植
樹
会
場
」
の
補

植
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
今
年
度
新
規
に
隊
員
と
な
っ
て
参

加
さ
れ
た
三
名
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、「
樹
木
見
本
林
」
で
植
栽
す
る
コ
ブ

シ
な
ど
七
種
類
の
樹
木
の
説
明
と
、
苗
木
の

植
付
け
手
順
の
説
明
を
う
け
、
六
班
に
分
か

れ
て
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
植
栽
す
る
苗

木
は
ど
れ
も
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
苗
で
、

笹
や
灌
木
の
根
を
除
去
し
な
が
ら
大
き
な
植

穴
を
掘
っ
た
り
、
普
段
使
う
こ
と
の
な
い
カ

ケ
ヤ
や
シ
ノ
を
使
っ
て
支
柱
を
組
ん
だ
り

と
、
思
っ
た
以
上
の
重
労
働
に
四
苦
八
苦
し

な
が
ら
も
、
隊
員
同
士
が
協
力
し
て
予
定
ど

お
り
午
前
中
で
作
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
場
所
を
森
林
交
流
館
前
に

移
動
し
、「
愛
知
万
博
記
念
植
樹
会
場
」
の

補
植
作
業
と
し
て
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
植
栽
を

行
い
ま
し
た
。
再
び
枯
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
と
、
各
隊
員
は
丁
寧
に
植
付
け
作
業
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

作
業
を
終
え
た
隊
員
か
ら
は
、「
自
分
が

植
え
た
木
が
育
っ
て
い
る
か
、
今
後
こ
こ
に

来
る
の
が
楽
し
み
。」
と
の
声
も
聞
か
れ
、

気
持
ち
よ
い
汗
を
流
し
充
実
し
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

﹇
飛
騨
署
﹈
平
成
十
八
年
度
の
事
業
で
、
森

林
整
備
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
一
般
会
計

繰
り
入
れ
に
よ
る
保
育
間
伐
（
活
用
型
）
事

業
が
大
幅
に
増
え
る
こ
と
か
ら
、
円
滑
な
実

施
に
向
け
た
現
地
検
討
会
を
四
月
二
十
一
日

に
夏
厩
森
林
事
務
所
管
内
の
上
小
鳥
国
有
林

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
全
森
林
官
及
び
署
関
係
者
に
よ

り
平
成
十
七
年
度
の
保
育
間
伐
実
施
箇
所
の

結
果
を
見
る
と
と
も
に
、
平
成
十
八
年
度
の

間
伐
予
定
箇
所
で
、
搬
出
関
係
を
考
え
た
間

伐
方
法
と
し
て
、
列
状
間
伐
、
点
状
間
伐
、

両
者
の
併
用
と
い
っ
た
考
え
方
に
つ
い
て
一
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完走したみなさん

大きく育て

現地検討会の様子

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

第
八
回
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念

長
野
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加

植
樹
作
業
で

名
古
屋
Ｃ
Ｆ
事
業
ス
タ
ー
ト

森
林
整
備
と

間
伐
木
利
用
に
向
け
検
討
会



定
の
方
向
付
け
を
す
る
と
と
も
に
、
管
内
国

有
林
の
林
分
状
況
は
非
常
に
多
様
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
地
の
状
況
を
検
討
し
、
間
伐
の

推
進
と
間
伐
木
の
活
用
に
向
け
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
内
部
的
な
検
討
だ
け
で
な
く
、
岐

阜
県
や
高
山
市
、
県
森
連
な
ど
と
国
有
林
の

事
業
地
に
お
い
て
、
積
極
的
な
間
伐
の
推
進

に
つ
い
て
現
地
検
討
会
を
開
催
す
る
予
定
で

あ
り
、
地
域
と
連
携
し
た
森
林
整
備
の
推
進

に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

﹇
中
信
署
﹈
四
月
二
十
七
日
、
上
高
地
国
有

林
で
開
山
祭
が
開
催
さ
れ
、
今
年
の
観
光
シ

ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
明
け
方
か
ら
雪
が
降
る
空
模
様

で
し
た
が
、
開
山
祭
の
式
典
が
始
ま
る
と
同

時
に
晴
れ
わ
た
り
、
残
雪
の
穂
高
連
峰
な
ど

も
望
ま
れ
千
五
百
人
の
観
光
客
が
ア
ル
プ
ス

ホ
ル
ン
の
音
を
聴
き
開
山
を
祝
い
ま
し
た
。

今
年
の
上
高
地
は
、
雪
が
多
く
式
典
会
場

の
河
童
橋
周
辺
部
で
約
一
　
の
残
雪
と
な
っ

て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
観
光
客
に
小
禄
局
長
か
ら
、

地
主
と
し
て
「
多
く
の
人
に
国
有
林
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
怪
我
、
事
故
が
な

い
こ
と
を
願
い
ま
す
。」
と
呼
び
か
け
を
し
、

開
山
祭
の
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
元
に
伝
わ
る
、
郷
土
芸
能
の

獅
子
舞
、
乗
鞍
地
区
の
坪
川
大
野
川
森
林
官

の
参
加
す
る
「
乗
鞍
御
池
龍
神
太
鼓
」
の
勇

壮
な
バ
チ
さ
ば
き
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
開
山

を
祝
い
ま
し
た
。

﹇
木
曽
署
﹈
大
型
連
休
初
日
と
な
っ
た
四
月

二
十
九
日
、
木
々
の
芽
吹
き
も
間
も
な
い
中
、

赤
沢
自
然
休
養
林
が
開
園
し
森
林
浴
を
待
ち

望
ん
で
い
た
県
内
外
の
観
光
客
で
賑
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。

開
園
式
で
は
上
松
町
長
の
挨
拶
に
続
い
て

沢
木
曽
署
長
よ
り
「
森
林
浴
発
祥
の
地
と

し
て
長
年
親
し
ま
れ
、
ま
た
、
こ
の
ほ
ど
森

林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
に
認
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
上
松
町
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
の
皆

さ
ん
方
と
連
携
を
深
め
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
国
有
林
と
し

て
も
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。」
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

開
園
式
の
後
、
森
林
鉄
道
出
発
式
を
行
い
、

乗
務
員
ら
に
運
転
キ
ー
の
伝
達
と
花
束
を
贈

り
、
本
年
度
の
始
発
便
が
出
発
し
ま
し
た
。

観
光
客
等
を
乗
せ
た
森
林
鉄
道
は
渓
流
沿
い

に
新
緑
と
さ
わ
や
か
な
風
の
中
を
運
行
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
上
松
町
で
は
こ
の
ほ
ど
休
養
林
内

に
森
林
浴
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
で
活
用
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
た
テ
ラ
ス
を
二
基
設
置

し
て
お
り
、
そ
の
お
披
露
目
を
併
せ
て
行
い

ま
し
た
が
、
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
を
使
用
し
た

テ
ラ
ス
を
早
速
利
用
す
る
人
達
も
現
れ
心
地

よ
い
木
の
温
も
り
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。

﹇
岐
阜
署
﹈
当
署
が
管
理
す
る
東
殿
山
国
有

林
（
郡
上
市
八
幡
町
地
内
）
は
、
郡
上
八
幡

城
と
歴
史
的
に
も
関
わ
り
の
深
い
東
殿
山
城

（
赤
谷
山
城
）
な
ど
の
史
跡
と
自
生
す
る
天

然
ヒ
ノ
キ
・
コ
ウ
ヤ
マ
キ
な
ど
の
貴
重
な
森

林
が
あ
り
、
保
全
・
整
備
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
、
郡
上
市
と
連
絡
・
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
平
成
十
六
〜
十
七
年
度
に
か
け
て
生
活

環
境
保
全
林
整
備
事
業
に
よ
り
遊
歩
道
・
展

望
台
な
ど
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
八
年
度
よ
り
二
年
間
の
地

域
発
案
シ
ス
テ
ム
で
は
、
当
風
景
林
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ
ー
ル
の
立
ち
上
げ
を
目

指
し
て
お
り
、
そ
の
始
ま
り
と
し
て
郡
上
市

へ
こ
れ
ら
の
施
設
を
貸
付
し
、
今
回
、
四
月

二
十
九
日
、
東
殿
山
国
有
林
に
お
い
て
郡
上

市
主
催
に
よ
る
「
郡
上
市
歩
け
、
歩
け
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
気
予
報
を
裏
切
り
、
絶
好
の
登

山
日
和
と
な
り
、
市
民
ら
百
二
十
人
が
参
加
、

岐
阜
署
よ
り
当
国
有
林
の
紹
介
と
歴
史
研
究

家
か
ら
史
跡
の
歴
史
的
な
意
義
を
聞
い
た

後
、
元
気
よ
く
登
山
に
出
発
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
巧
名
が

辻
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
山
内
一
豊
の
妻
ゆ
か

り
の
地
で
郡
上
八
幡
城
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る

こ
と
も
手
伝
っ
て
か
、
参
加
者
の
数
は
予
想
を

上
回
る
も
の
で
、
山
頂
は
い
つ
も
の
静
け
さ
が

嘘
の
よ
う
な
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
山
頂
付
近
の
展
望
台
で
城
下

町
や
清
流
長
良
川
・
吉
田
川
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
、
昼
食
後
は
樹
齢
二
百
五
十
年
を
超
え

る
、
天
然
林
を
散
策
、
東
殿
山
城
（
赤
谷
山

城
）
の
史
跡
を
見
学
す
る
な
ど
し
て
登
山
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

平成18年5月　（8）第26号

挨拶をする小禄局長

上
高
地
国
有
林
で
開
山
祭
が

開
催
さ
れ
る

赤
沢
自
然
休
養
林
が
開
園

市
民
百
二
十
人
が

東
殿
山
風
景
林
を
満
喫
！

（
平
成
十
八
年
度
地
域
発
案
シ
ス
テ
ム

が
ス
タ
ー
ト
）

乗務員に運転キーの伝達（田上町長）と
花束の贈呈（前川森林官）

メ
ー
ト
ル



今
回
の
行
事
に
は
、
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
も
取
材
に
訪
れ
、
広
く
地
域
に
国
有
林
の

ア
ピ
ー
ル
が
出
来
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
を
機
会
に
多
く
の
市
民
に
親

し
ま
れ
る
身
近
な
国
有
林
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
、
更
な
る
地
域
発
案
シ
ス
テ
ム
の
推
進

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

﹇
名
古
屋
事
務
所
﹈
五
月
三
〜
五
日
の
三
日

間
、
名
古
屋
市
栄
・
久
屋
大
通
公
園
に
お
い

て
、
中
日
新
聞
社
主
催
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と

農
林
水
産
フ
ェ
ア
・
春
」
が
行
わ
れ
、
名
古

屋
事
務
所
が
後
援
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

本
フ
ェ
ア
は
、
地
元
行
政
、
生
産
者
、
事

業
者
が
一
体
と
な
っ
た
「
食
の
健
康
・
安

全
・
安
心
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
農
作
業
の
ふ

れ
あ
い
体
験
や
食
の
最
新
情
報
の
紹
介

等
々
、
消
費
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い
食
生
活

の
啓
発
を
図
る
当
地
域
で
は
初
の
「
食
」
の

総
合
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
期
間
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
天

候
も
良
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
会
場
に
は
三
十

七
万
人
の
方
々
が
訪
れ
、
終
日
賑
わ
い
を
み

せ
て
い
ま
し
た
。

名
古
屋
事
務
所
の
ブ
ー
ス
で
は
、
ヒ
ノ
キ

間
伐
材
の
丸
太
切
り
を
行
い
、
鉛
筆
立
て
や

壁
飾
り
を
作
り
ま
し
た
。
三
日
間
で
八
百
五

十
人
と
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。
体
験
し

た
方
か
ら
は
「
栄
の
ど
真
ん
中
で
、
ま
さ
か

木
を
切
る
体
験
が
で
き
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
大
変
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」、「
ヒ
ノ

キ
の
香
り
が
素
晴
ら
し
い
」
等
々
、
大
盛
況

と
な
っ
た
三
日
間
で
し
た
。

（9） 平成18年5月 第26号

「
名
古
屋
の
ど
真
ん
中
で
丸
太
切
り
」

栄のど真ん中で丸太切り

天然林内の登山を満喫する参加者

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

 

 

多くの人が親しみ学べる樹木見本林づくり 
（名古屋事務所・愛知森林管理事務所） 
 
歩道整備で赤沢美林を守ろう（第１回目） 
（木曽森林管理署） 
 
歩道整備で赤沢美林を守ろう（第２回目） 
（木曽森林管理署） 
 
散策して気持の良い丸根山園地にしよう 
（名古屋事務所・愛知森林管理事務所） 
 
巨樹巨木「赤沼田天保林」の遊歩道を整備しよう 
（岐阜森林管理署・森林技術センター） 
 
荒れ地を治める植栽木を元気に育てよう 
（富山森林管理署） 
 
天生の自然を守り原生林散策をしよう 
（飛騨森林管理署） 
 
立山の高山植物を守ろう 
（富山森林管理署） 
 
雑草に負けず大きく育てよう 
（愛知森林管理事務所） 
 
植樹祭跡地の植栽木を育てよう 
（木曽森林管理署　南木曽支署） 
 
柱材生産の試験地を間伐しよう 
（岐阜森林管理署・森林技術センター） 
 
森林鉄道跡に道をつなげよう 
（東濃森林管理署） 
 
林内に光を取り込み健全な林に育てよう 
（名古屋事務所・愛知森林管理事務所） 
 
５０年先の柱材を育てよう 
（南信森林管理署） 
 
里山の竹林を整備しよう 
（東濃森林管理署） 

愛知県瀬戸市 
瀬戸国有林 
 
長野県木曽郡上松町 
小川入国有林（赤沢自然休養林内） 
 
長野県木曽郡上松町 
小川入国有林（赤沢自然休養林内） 
 
愛知県瀬戸市 
瀬戸国有林 
 
岐阜県下呂市 
赤沼田国有林 
 
富山県南砺市 
桂国有林 
 
岐阜県飛騨市 
天生国有林 
 
富山県中新川郡立山町 
ブナ坂国有林 
 
愛知県北設楽郡設楽町 
段戸国有林 
 
長野県木曽郡南木曽町 
　　南蘭国有林 
 
岐阜県加茂郡七宗町 
七宗国有林 
 
岐阜県中津川市 
加子母裏木曽国有林 
 
愛知県犬山市 
　　八曽国有林 
 
長野県伊那市 
沢山国有林 
 
岐阜県恵那市 
岩村国有林 
 

樹木見本林内の空間地に植え付けをする作業 
 
 
歩道に針葉樹のチップを敷き詰め根の保護を行う作業 
 
 
第２回事業に引き続き、同作業を行う 
 
 
丸根山園地周辺の刈り払い作業等 
 
 
ヒノキ樹皮のチップを遊歩道に敷き、ヒノキの保護活動を行う 
 
 
治山事業地に植栽された樹木を守る刈出し作業 
 
 
貴重な在来種を守る除去（オオバコ）作業と原生林散策 
 
 
室堂平で在来種を守る除去（セイヨウタンポポ）作業 
 
 
ヒノキ造林地の刈払いを行う作業 
 
 
植え付け後の植栽木の成長を助ける刈払い作業 
 
 
間伐作業から、間伐の目的や方法について理解を深める 
 
 
木曽ヒノキ備林内の歩道作りと森林鉄道敷きの刈払い作業 
 
 
土壌の流失を防ぐための間伐作業を行う 
 
 
１７年生のヒノキの枝打ちする作業 
 
 
竹林の伐採と整備 
 
 

４０名 

３０名 

３０名 

４０名 

２０名 

２０名 

２０名 

１２名 

１０名 

１５名 

１５名 

１５名 

１５名 

２０名 

１５名 

 

４月２２日（土） 

５月１０日（水） 

５月２７日（土） 

６月３日（土） 

６月９日（金） 

６月２１日（水） 

６月２７日（火） 

７月１４日（金） 

７月２０日（木） 

７月２８日（金） 

９月２２日（金） 

１０月１３日（金） 

１０月２８日（土） 

１１月１０日（金） 

１１月１７日（金） 

 

 

注）１　参加費は各事業とも、保険料、写真代、事務費などを含めて200円が必要です。 
　　２　参加を希望される各イベントの具体的な内容（実施年月日、集合・解散場所及び時刻等）を記載した実施計画書は、実施予定日の30日程度前に送付します。 
　　３　参加希望が募集定員を超えた場合には、作業量・安全の確保のため、抽選により参加者を決定させていただくことがあることをご了承ください。 

平成１8年度　名古屋シティ・フォレスター事業  
回 事業名（実施機関） 実施年月日 募集人員 実施場所（市町村・国有林名） 事業の概要 



■
森
林
教
室
日
程
■

名
古
屋
事
務
所
で
は
、
森
林
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
環
境
保
全
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
瀬
戸
市
を
中
心
と
し
た
小
学
校
か
ら
の
要

請
に
応
え
森
林
環
境
教
育
の
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

５
月10

日
　
瀬
戸
市
立
長
根
小
（
七
十
四
名
）

17
日
　
　

〃

東
山
小
（
七
十
四
名
）

19
日
　
　

〃

陶
原
小
（
七
十
七
名
）

23
日
　
　

〃

八
幡
小
（
五
十
二
名
）

26
日
　
名
古
屋
市
立
志
段
味
西
小
（
百
十
九
名
）

26
日
　
瀬
戸
市
立
效
範
小
（
百
十
名
）

26
日
　
　

〃

品
野
台
小
（
二
十
六
名
）

６
月１

日
　
瀬
戸
市
立
萩
山
小
（
三
十
六
名
）

２
日
　
　

〃

東
明
小
（
二
十
二
名
）

７
日
　
　

〃

水
野
小
（
七
十
一
名
）

10
日
　
　

〃

水
野
小
（
六
十
二
名
）

15
日
　
　

〃

幡
山
西
小
（
百
二
十
四
名
）

飛
騨
の
二
大
名
桜
の
高
山
市
荘
川
町
の
「
荘
川
桜
」

と
同
一
之
宮
町
の
「
臥
龍
桜
」
が
五
月
九
日
ま
で
に

例
年
よ
り
一
週
間
遅
れ
て
満
開
と
な
り
ま
し
た
。

飛
騨
に
も
遅
い

春
が
訪
れ
ま
し
た
。

﹇
飛
騨
署
よ
り
﹈

◎
森
林
計
画
現
地
会
議

５
月
18
日
　
南
信
署
管
内

５
月
26
日
　
東
濃
署
管
内

◎
「
伝
統
工
芸
の
森
」
の
協
定
締
結

５
月
26
日
　
南
木
曽
支
署
管
内

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

５
月
27
日
、
６
月
３
・
９
・
21
・
27

日
木
曽
・
富
山
・
岐
阜
、
飛
騨
署
、
愛
知
所

管
内

◎
未
来
世
紀
に
つ
な
ぐ
緑
の
バ
ト
ン

５
月
27
・
28
日
　
木
曽
署
管
内

◎
「
中
野
区
遊
々
の
森
」
協
定
締
結

５
月
29
日
　
東
信
署
管
内

◎
富
山
県
林
政
協
議
会

６
月
７
日
　
富
山
県

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

６
月
10
日
　
愛
知
所
管
内

◎
森
林
パ
ノ
ラ
マ
ウ
ォ
ー
ク

６
月
17
日
　
北
信
署
管
内

◎
平
成
十
八
年
度
永
年
勤
続
職
員
表
賞
式

６
月
28
日

メ
ル
パ
ル
ク
長
野
（
長
野
市
）

◎
高
山
植
物
等
保
護
管
理
協
議
会

６
月
予
定
　
中
部
森
林
管
理
局

◎
国
有
林
野
観
光
施
設
協
議
会
総
会

６
月
下
旬
予
定

平成18年5月　（10）第26号

◇
「
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
」

﹇
東
濃
署
﹈
当
署
が
管
理
し
て
い
る
加
子
母
裏

木
曽
国
有
林
に
は
、
樹
齢
が
三
百
年
以
上
で
日

本
の
代
表
的
な
銘
木
で
あ
る
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
天

然
林
が
約
七
三
〇
　
あ
り
ま
す
。

こ
の
森
林
は
、
戦
前
ま
で
「
出
ノ
小
路
神
宮

備
林
」
と
称
さ
れ
、
二
十
年
に
一
度
行
わ
れ
る

伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
の
た
め
必
要
な
用
材
を

確
保
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
「
造
営
材
備
林

制
度
」
に
基
づ
い
て
取
り
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

戦
後
（
昭
和
二
十
二
年
）
の
林
政
統
一
に
よ

っ
て
、
当
時
の
御
料
林
は
国
有
林
と
な
り
、
現

在
の
憲
法
に
よ
っ
て
特
定
の
宗
教
に
対
す
る
国

の
保
護
措
置
を
廃
止
す
る
趣
旨
か
ら
、
ほ
ぼ
四

十
年
間
存
続
し
た
こ
の
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
我
が
国
の
文
化
財
的
貴
重
な
建
造

物
な
ど
の
修
繕
等
に
用
い
る
特
殊
な
大
径
材
を

供
給
で
き
る
森
林
は
国
有
林
に
し
か
な
い
こ
と

か
ら
、
優
れ
た
木
曽
ヒ
ノ
キ
を
供
給
す
る
森
林
、

又
は
学
術
参
考
の
た
め
に
供
す
る
森
林
と
し
て

再
編
し
」「
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
」
と
改
称
し
て
維

持
管
理
し
て
い
ま
す
。

現
在
、「
林
木
遺
伝
資
源
保
存
林
」
を
設
定
し

て
貴
重
な
遺
伝
子
の
保
護
を
し
て
い
る
ほ
か

「
木
曽
ヒ
ノ
キ
択
伐
施
業
群
」
に
位
置
づ
け
、
伊

勢
神
宮
な
ど
の
神
社
・
仏
閣
や
城
郭
等
の
修
復

用
材
等
を
計
画
的
に
出
材
す
る
な
ど
、
木
の
文

化
の
維
持
に
も
役
立
つ
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

◇
ア
ク
セ
ス
方
法

国
道
二
五
七
号
線
中
津
川
市
付
知
町
「
付
知

峡
口
」
か
ら
市
道
に
入
り
宇
峠
ゲ
ー
ト
を
経
て

現
地
に
至
る
。

（
現
在
一
般
車
通
行
止
め
の
為
、
宇
峠
ゲ
ー

ト
よ
り
現
地
ま
で
徒
歩：

約
三
時
間（
約
十
㎞
））

東濃森林管理署 
（各署の景勝地等を紹介） 

き そ びりん 

「勇壮な木曽ヒノキ備林」

編集　中部森林管理局総務課広報

ヘ
ク
タタ
ーー
ルル


